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◆

1. 本稿で述べたいこと

　高齢期の生き方のモデルとはどのような

ものか。日本では、古くは「隠居」「老いて

は子に従え」という非生産的・受動的な生

き方を意味する言葉が見られたが、最近で

は「生涯現役」というように生産的・能動

的な生き方を意味する言葉も見られる。高

齢社会の真っただ中にあり、今後高齢化が

一層進む日本において、高齢期の生き方の

モデルとは何であろうか。日本では、巷間

はもちろんのこと、高齢者を対象とする学

問分野においても活発な議論がない。その

ような中、サクセスフル・エイジングはモ

デルの一つとして、最近、日本でも取り上

げられるようになった。この言葉は米国に

おいて高齢者の生き方のモデルとして提唱

された言葉である。そのままカタカナで使

用しているが、日本語では、「幸福な老い」

「上出来な老い」とでも訳すことができるで

あろうか。しかし、しっくりいく日本語で

はない。どのような日本語をあてはめよう

とも、その響きから「何かよさそうなもの」

というように感覚的に捉えるだけでは、高

齢期の生き方のモデルとして生かすことは

できない。本稿では、サクセスフル・エイ

ジングの発祥の地である米国において、こ

の言葉でどんなモデルを示そうとしたのか

を紹介し、その上で日本における高齢期の

生き方のモデルにどのようなヒントが秘め

られているか考えてみたい。

◆

2. 米国におけるサクセスフル・エイジングとは

　2.1 様々なモデル

　米国においても、サクセスフル・エイジ

ングに関する確固とした統一的なモデルが

示されているわけではない。主として、社

会学注１）、心理学、医学の領域で、高齢者や 

加齢に関する研究に取り組んでいる研究者

が、自らの専門性や問題関心から独自のモ

デルを提案している。まずは、提案されて
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いるモデルがどのようなものか紹介してみ

よう。

　2.2 社会とのかかわりを重視したモデル：

　　　社会学におけるモデル

　最初のモデルは1950年代に提唱された

「活動理論」である。この名称から想像でき

るように、高齢者も中年と同じような心理・

社会的ニーズをもっていることから、活動

から引退させようとする社会の要請に抗し、

中年と同じように活動を継続することをサ

クセスフルと定義している。これは、活動

的であることを善とするアメリカンスピ

リッツを反映したものとみなすことができ

る。他方、1960年頃、「活動理論」に対峙す

る形で提唱されたのが「離脱理論」である。

この理論は社会システムが維持されるため

には、高齢者から若い人に権力を移行させ

る必要がある。そのため、社会システムは

高齢者を離脱させるとともに、高齢者も社

会の要請に応えて社会から離脱することを

選択する。このような高齢者をサクセスフ

ルとしている。いずれのモデルにしても、

社会は高齢者を排除するシステムをもつこ

とでシステムの維持を図るが、それを受け

入れ、社会からの離脱を是とするか、それ

を拒否し、活動を継続することを是とする

かで正反対のモデルが示されていた。

　2.3 疾病予防と機能を重視したモデル：

　　　医学におけるモデル

　医学におけるモデルは、社会学のそれと

は問題関心が異なっていた。その代表的な

ものは1990年頃に示されたロウとカーンの

モデルである。このモデルは、加齢に関連

した変化は遺伝的・生来的なものであると

いう当時の医学の考え方に対して、この変

化は人為的に制御可能なリスク要因によっ

て引き起こされるという認識から、それら

を制御することで加齢に関連した変化の予

防は可能であるとした。そして、病理的な

変化はないものの疾病と障がいのリスクが

高い「普通」のエイジングと、疾病や障が

いのリスクがなく、高い機能をもっている

「サクセスフル」エイジングを区別した。ロ

ウとカーンの最新のモデルでは、①疾患に

罹患してない、疾患のリスク要因を保有し

ていない、②機能に障がいがない、③社会

参加している、これらの要件をすべて満た

した場合をサクセスフルとしている。

　2.4 成長・発達を重視したモデル：

　　　心理学におけるモデル

　心理学分野では、成長・発達という視点

から想定される良好な心理的な状態をサク

セスフルとするモデルが、リフらによって

提唱されている。良好な状態とは、「自己

受容」「人生の意味」「環境制御」「人間的成



14

長」「自律性」「肯定的人間関係」の6要素か

らなっている。加えて、高齢期に直面する

衰退に対する適応過程に着目したサクセス

フル・エイジングのモデルがバルテスらに

よって提案されている。このモデルは、「補

償を伴う選択的最適化」と命名されている。

言葉が難しいため、小学校で学習支援のボ

ランティアを行っていた高齢者が、身体機 

能に障がいをもった場合を例に説明してみ

よう。高齢者が児童の成長発達に貢献した

いという目標をもっていた場合、「選択的」

とは、障がいがあっても活動が継続できる

ように室内での学習支援に限定するなど、

自分が取り組む活動を選択することである。

「最適化」とは、室内での学習支援を担当す

る場合、児童の理解度を高めるために話す

内容や話し方を工夫するなど、活動の内容

を最適にしようとすることである。「補償」

とは、他人の手助けなしには来校できない

場合、地域のボランティアに送迎を依頼す

ることなど、自分でできないことを補おう

とすることである。このように、目標に向

かって自分の資源を最大限活用し、周囲の

援助も得ながらその実現を図ろうとする過

程をサクセスフルとしている。

　特に病弱であったり、身体的な障がいを

もつ高齢者の場合には、「活動理論」や医学

分野のモデルからのサクセスフル・エイジ

ングの定義では、どうしてもアンサクセス

フルという烙印がおされてしまう。最近で

は、このような高齢者にとってのサクセス

フルなモデルも示されている。それは、「超

越的な老い」というモデルであり、その心

理状態を例示すれば、「前の世代への愛情が

増し、世代的な連続性を自覚する」「自己中

心的な世界からの撤退が生じる」「表面的

な関係に対する関心が減り、選択的になり、

一人を望むことが多くなる」などである。

　2.5. 高齢者の主観評価を重視するモデル

　以上のモデルは、社会学や医学、心理学

の立場から望ましいと思われる状態や過程

を定め、それをサクセスフルとしている。

これに対して、高齢者が主観的に良好な状

態にあることをもってサクセスフルとする

モデルがある。代表的な指標には、ニュー

ガーテンらによって開発された「生活満足

度」がある。この指標で言うサクセスフル

な状態とは「幸福であるという感情をもっ

ていること」および「現在と過去の生活に

満足していること」である。

◆

3．米国におけるモデルの生かし方

　3.1：個人に合った基準を設定

　ロウとカーンに代表される医学モデルは、
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加齢に伴う衰退が人為的に予防可能である

ことを示したという点で大きな意味をもっ

ていた。しかし、満たすべき基準は先に示し

たように厳しく、その達成は難しい。高齢者

からみた場合、サクセスフルか否か、すなわ

ち100か0かという評価がなされることにな

り、さらに求められている基準が高いために、

それを目標とすることをあきらめてしまう

人もでてくる。モデルを生かす方法として、

サクセスフルの基準を統一的、画一的に高齢

者全員に当てはめるのではなく、連続的なも

のとみなし、個々の身体的、精神的あるいは

社会的な状況によって、目標を柔軟に決める

のが良いであろう。例えば、疾患や障がい 

をもっている人では、その悪化防止や回復を

目標とし、それを達成した場合にサクセスフ

ルと見なすという考え方である。それによっ

て、すべての高齢者にとってサクセスフル

となる目標設定が可能となる。

　3.2 すべてが完璧である必要はない

　医学モデルが求める①～③のすべてが完

璧である必要があるだろうか。いずれかの側

面が達成できない場合でも、残りの側面があ

る水準に達しているならば、サクセスフルと

みなすことはできないだろうか。例えば、疾

患をもっていたとしても身体機能を維持し、

自立した生活を営んだりする、あるいは身体

機能が低下したとしても家族以外の人との

交流を絶やさないようにすることである。そ

のためには、バルテスらが提唱した「補償を

伴う選択的最適化」、すなわち高齢者であっ

ても成長・発達が可能であり、自らの能力

を高め、代替となる資源をも活用しながら、

目標の達成を目指すことが大切となる。

　3.3 主観的な評価の危うさ

　サクセスフル・エイジングのモデルの一

つとして、高齢者自身の主観的評価があ

る。老年学分野では、高齢者が生活に満足

しているか否か、幸福に感じているか否か

といった主観的評価を基準に、その評価を

高めるための条件や要因の解明が進められ

てきた。このような研究においては、サク

セスフルの評価基準として高齢者の主観的

な評価が最も重要であるということにな

る。しかし、注意したいのは、困難に直面

した人でも心の可塑性や適応能力によって

現状を肯定的に評価し、幸福に感じること

がある点である。このような心理的な対処

は人々が身に着けている生きる術であるが、

ともすると新しい目標設定をあきらめ、能

力の開発や新しい自分を発見する機会を逸

してしまうことになる。これを防ぐには、

家族、友人、保健医療の専門家、あるいは

もっと広く社会の側から自分が何を期待さ

れているのか耳を傾けることが必要である。
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　3.4 格差の存在

　医学モデルや心理モデルの活用は、すべ

ての高齢者が同じようにできるわけではな

い。ジョップは、サクセスフル・エイジン

グに関する高齢者の見方について自由回答

法によって調査している。その中で、「サク

セスフル・エイジングに対するイメージの

多様性」「自分の生活に対する責任とコント

ロール感」「高齢期の発達に対する期待感」

「サクセスフル・エイジングには心理的な強

さが必要である」といった点に関して、学

歴差が存在していることを明らかにしてい

る。ジャングは、「慢性疾患に罹患してない」

「日常生活動作に障がいがない」「精神科疾患

の既往がない」「認知障がいがない」「社会活

動に参加している」「生活に対する主観的な

評価」に関して学歴差があることを明らか

にしている。すなわち、高齢期に多様なモ

デルを設定し、その中から自分の目標を選

択し、その目標の達成に向かって活動でき

るか否かには、社会的な格差が存在してい

ることも見逃すことはできない。未だ、社

会階層の低い者に対する働きかけの方法は

定まっていないが、少なくとも格差の存在

は意識しておく必要がある。

◆

4. 終わりに：社会が期待する役割を担う 

　時代は大きく変化してきている。これま

での老年学は「衰退」「依存」「非生産的」と

いった高齢者に対する否定的な見方の払拭

を大きな課題の一つとしてもっていた。し

かし、今は、年金財政の悪化や医療・介護

費用の増加などの社会的な負担を軽くする

ため、社会システムや若い世代は、高齢者

に対して経済的な自立を図り、介護状態に

ならないように努力することを望んでいる。

すなわち「成長」「自立」「生産的」な役割を

高齢者に対して求めている。

　このような時代にあっては、高齢者は個 

人的な快楽や満足度のみを追求するので 

はなく、社会の期待する役割を自覚し、少

し背伸びして、この役割を担うことが必

要ではないか。少し背伸びしてとは、働

くことが可能な人は、自分の就業能力を

生かして経済活動に従事する、健康上

の理由などで働くことが難しい人は、機

能悪化の防止に努めるようなことであ

る。役割の担い方は高齢者個々によって

多様であり、高齢者の選択にゆだねるこ

とが重要である。強制ではなく、主体的

に選択することで、高齢者は、役割を担

う活動に価値を見出し、活動を通じて自

サクセスフル・エイジングとは何か：
高齢期の生き方のモデル
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己の能力に確信をもち、満足感を味わう 

ことができる。以上のように、社会が求め 

る役割を高齢者が主体的に担ってこそ、高

齢者に対する社会のニーズと高齢者の個人

的なニーズの両方を満足させることが可能

となる。そのためには、高齢者は社会の要

請を理解するとともに、その要請に自分な

りに応えることができるよう研鑽し、準備

すること、社会の側はその準備を支援する

とともに、社会貢献や社会的な負担軽減の

ための高齢者の努力を大いに評価すること

が重要である。

　 注1） 社会学という限定をするのではなく、学際的

な研究である社会老年学といった方が望まし

い。しかし、サクセスフルエイジングの理論

として最初に登場した「離脱理論」は、社会

学の理論的な枠組みを踏襲していることから、

ここでは社会学に位置づけた。
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